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                                    呉市教育委員会会議録 

  令和６年５月３０日定例会 

 

１ 開催日時 令和６年５月３０日（木）  １５：００開会 

１６：４６閉会 

                     

２ 開催場所 ７５８会議室（呉市役所７階） 

 

３ 出席委員 教育長         寺 本 有 伸 

教育長職務代理者    佐々木   元 

委 員         吉 中 由美子 

委 員         辻   佑 子 

委 員         大之木 小兵衛 

 

４ 出席職員 教育部長        石 川 直 之 

       教育部副部長      横 田 三 奈 

       教育部参事補兼呉高等学校事務長 羽 田 光 利 

       教育総務課長      新 本 康 司 

学校施設課長      瀧 川 孝 徳 

学校教育課長      木 屋 善 貴 

学校安全課長      田 村 峡 平 

文化振興課長      三 浦 美佐子 

学校施設課主幹     丸 石   大 

教育総務課課長補佐   橋 本 優 子 

 

５ 傍 聴 者 ５人  

 

６ 日  程 

（１）会期決定について 

（２）前回会議の報告 

（３）報告第９号 呉市いじめ防止基本方針について 

（４）教議第24号 請願書について 

（５）教議第25号 請願書について 

（６）教議第26号 令和７年度に呉市立小学校，中学校及び義務教育学校で使用する教科用図書

の採択に係る基本方針について 

（７）報告第10号 令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学校（後期課程））の採択手

続について 

（８）報告第11号 令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学校（後期課程））採択のた

めの調査・研究要項について 

（９）報告第12号 令和７年度使用教科用図書（義務教育諸学校特別支援学級用）の採択手続に

ついて 
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（10）教議第27号 令和７年度に呉市立呉高等学校で使用する教科用図書の採択に係る基本方針

について 

（11）報告第13号 令和７年度使用教科用図書（呉市立呉高等学校）の採択手続について 

（12）報告第14号 令和６年度学校別児童・生徒数等について 

（13）報告第15号 広島県に対する提案事項について 

（14）教議第28号 令和７年度からの中学校給食の提供方法について 

（15）教議第29号 呉市立美術館運営審議会委員の委嘱について 

（16）教議第30号 臨時代理の承認について（令和６年度教育費補正予算） 
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（１５：００） 

教 育 長 それでは，委員の２分の１以上の出席をいただいていますので，地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第14条第３項の規定により，これより定例会を開会

します。 

 日程第１の「会期決定について」を議題とします。 

お諮りします。会期は，本日１日としたいと思いますが，これに御異議ございま

せんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしと認めます。 

よって会期は，本日１日と決定されました。 

本日の会議録署名委員は，吉中委員・辻委員にお願いいたします。 

それでは，日程第２の「前回会議の報告」を求めます。 

橋本課長補佐 （令和６年４月26日定例会について報告） 

教 育 長 ここでお諮りします。本日の日程については，先日お知らせしておりましたが，

昨日，事務局から追加の議案が提出されました。この際，提出された議案を日程に

追加し，審議したいと思いますが，御異議ございませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしと認めます。それでは，追加の日程及び資料を配布してください。 

 （追加日程及び資料配布） 

教 育 長 本日提出されたもののうち，日程第13及び日程第14については，議会に諮る案件

のため非公開，日程第15については，人事案件のため秘密会，また，先ほど追加さ

れました日程第16については，予算に係る案件のため非公開として，日程第14の次

に審議したいと思いますが，これに御異議ございませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，本日の議題についてはそのように決定されました。 

 

 

報告第９号 呉市いじめ防止基本方針について 

 

教 育 長 それでは，日程第３の報告第９号「呉市いじめ防止基本方針について」を議題と

します。 

事務局の説明を求めます。 

田 村 課 長 報告第９号「呉市いじめ防止基本方針について」御説明します。 

資料１ページを御覧ください。 

この「呉市いじめ防止基本方針」は，平成25年９月に施行された，いじめ防止対

策推進法に基づき，国及び広島県のいじめ防止基本方針を受け，平成26年３月27

日に策定したものでございます。 

この度，右上に示すとおり，令和６年５月１日に一部改正いたしました。 

この改正は，平成29年３月の国の基本方針の改定，令和４年12月の生徒指導提要

の改訂，令和５年４月の「こども基本法」施行，同年６月に呉市いじめ問題等調査

委員会から提出された呉市立中学校におけるいじめ問題等事案に関する調査報告
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書，また，同年９月に調査報告書の調査結果を受けて作成した再発防止策を踏まえ，

行ったものでございます。 

資料１ページから７ページの下線で示した部分が改正箇所でございます。 

改正箇所が多くございますので，ここでは，４か所について御説明いたします。 

資料１ページ，２のいじめの定義等を御覧ください。 

定義を四角枠内に示していますが，その下の４行，いじめに当たるか否かの判断

に当たっては，当該行為を受けている児童生徒が現に心身の苦痛，傷つきを感じて

いるかという視点に立ち，いじめられた児童生徒本人や周辺の状況等を客観的に確

認して総合的に判断することを周知し，いじめの積極的な認知につなげること，資

料２ページ(4)いじめへの組織的な対応を御覧ください。 

教育相談や見守り，保護者連携等により，児童生徒の友人関係や精神面等に係る

状況の把握に努め，少し行が跳びますが，また，児童生徒や保護者が，それ以上の

対応を望まない場合も，継続して一緒に取り組む姿勢があることを示していくこと

を追記いたしました。 

また，資料５ページを御覧ください。(3)いじめの防止等に係る児童生徒への指

導のキに情報モラル教育に関すること，(5)生徒指導体制及び教育相談体制の構築

を御覧ください。「児童生徒一人一人の発達を支える取組を組織的に進める」生徒

指導を可能とするため，「チーム学校」として機能する生徒指導体制を構築する。 

また，児童生徒のレジリエンス，心の回復力の育成や，ＳＯＳを出すことができ

る児童生徒の育成に向けた取組を実施することや，児童生徒が困っていることや助

けてほしいことなど，何でも相談できる安全・安心な学校環境づくりに向けて，深

い児童生徒理解を基盤とした教育相談体制を構築することを追記いたしました。 

今後，この改正しました「呉市いじめ防止基本方針」に基づき，いじめの問題の

解決，いじめ防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進してまいります。 

なお，学校には，６月の校長会で説明後，通知します。 

その後，各学校において，この「呉市いじめ防止基本方針」に基づき「学校いじ

め防止基本方針」の見直しに取り組んでまいります。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第３の報告第９号「呉市いじめ防止基本方針について」

の説明がありましたが，これについて，御質問，御意見がありましたらお願いいた

します。 

辻 委 員 以前話し合ったところが，全てこちらに反映されたというふうに考えます。 

「これでいいか」とならないように，年度末に検証するとここにも書かれていま

すので，そういったことが各学校できちんと取り組めているか，私たちも見守って

いけたらと思います。 

吉 中 委 員 資料の６ページ目，５の学校におけるいじめの防止等に関する取組の(5)のカで

すね。 

いじめの防止等に関わる保護者への啓発及び広報を行うというところで追記さ

れている部分に，いじめ撲滅プロジェクトチームに保護者による相談窓口を設置

し，保護者等がいじめに係る相談を行いやすい体制を整備するというふうに書かれ

ていますけれども，どのようなものを想定されているのか教えてください。 

田 村 課 長 先ほどの相談窓口のことでございますけれども，いじめ問題相談窓口の設置とい
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うことで，今，各学校でＰＴＡ役員さんを中心にいじめをはじめとする相談の受け

手となり，ＰＴＡ会長さんを経由して校長に情報提供が行われる。そのような体制

を平成27年３月にこの基本方針を策定した際に，いじめ問題相談窓口の設置を行っ

ております。 

これを，引き続き進めていきたいと考えているところでございます。 

吉 中 委 員 今までもされていたことを具体的に言葉として入れて，より徹底して実践してい

くという受け止めでよろしいでしょうか。 

田 村 課 長 先ほど辻委員さんも言われたように，絵に描いた餅にならないようにということ

で，今回，いじめ防止基本方針を作ることが目的ではなくて，活用できるようにと

いう意味も込めております。 

そういった意味で，具体を示しているところでございます。 

教 育 長 これを必ず設置するように，事務局の確認をきちっとやらなければ，やっぱり伝

えるだけでは駄目だと思うので，どうしてもやらなければならないことについて

は，ちゃんと確認作業もよろしくお願いします。 

田 村 課 長 学校が取り組んでいることを，教育委員会の事務局の方でも，監督をいたしまし

て，できていないところはしっかり指導していきたいと考えております。 

佐 々 木 委 員 確認をさせてください。４の呉市におけるいじめの防止等に関する取組の中の

(1)のイ呉市いじめ問題等調査委員会においてですね，第三者の専門家の人数の規

定があるのかどうかですが，事案が多い場合とかですね，複数事案が生じた場合に

は，場合によっては人数の増加を柔軟に対応する必要があるのではないかと考えま

すが，いかがでしょうか。 

田 村 課 長 このいじめ問題等調査委員会につきましては，定員は５人以内と条例に定められ

ております。 

もちろん，その事案等が多く発生したときにはまた対応を考えないといけないと

思いますけれども，現段階においては，この条例に基づいて，５人以内の体制で取

り組んでいきたいと考えているところでございます。 

佐 々 木 委 員 一応そういう規定があるのは分かりましたけれども，万一複数事案が生じたよう

な場合には柔軟に対応されることを望みます。 

田 村 課 長 今後，そういった状況に応じた柔軟な対応ができるようにしていきたいと思って

おります。 

佐 々 木 委 員 以前，再発防止策で協議した内容がかなり反映されており，それをより具体的に

示してあり，すごく現実性があるのではないかと思っております。 

１点だけ要望です。過度のいじめは犯罪となり得るということを，現場の皆さん

の共通認識として徹底させていただくような場を作っていただけたらいいな，と思

います。 

吉 中 委 員 要望です。この基本方針の中で，いじめ防止対策推進法第２条であったり，第28

条などが１ページ目，３ページ目にあり，その内容については四角の括弧の中に示

してあります。同じ３ページ(2)いじめの防止等に関する取組のオに「保護者が，

法第９条に規定された責務等を踏まえて」とあり，この第９条の中身というのが，

もしできたら，この指針をホームページに公表する際に，この第９条の内容を参考

資料として最後の方に明記していただくと，より分かりやすくなるのかなと思いま

す。 
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特に保護者の責務ですので，学校だけではなくて保護者も地域もということを主

題に置いたときには保護者の責務も是非，言葉として入れておいていただきたいな

と思いました。 

田 村 課 長 やはり，保護者にもしっかりといじめ防止基本方針が伝わるように，また，理解

していただけるように，先ほどの御意見を参考にさせていただきながら，進めてま

いります。 

教 育 長 ほかに御発言はありませんか。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件についてはこの程度とします。 

 

 

教議第24号 請願書について 

 

教 育 長 次に，日程第４の教議第24号「請願書について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

新 本 課 長 それでは，教議第24号「請願書について」を御説明します。 

資料の10ページを御覧ください。 

本件は，「2025年度使用中学校教科書の採択に係る請願」でございます。 

請願者は，「教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま」で，請願内容は

４点でございます。 

請願内容につきましては，学校教育課が説明いたします。 

木 屋 課 長 請願団体から令和６年４月22日付けで提出された請願の内容については，令和７

年度使用中学校教科用図書の採択に係り４点ございます。 

まず，１点目「日本国憲法や子どもの権利条約等の精神の尊重及び基本的人権，

平和主義，民主主義，多文化共生を重視した教科書を採択すること」について御説

明いたします。 

教科用図書の採択につきましては，これまでどおり，国の通知や県の方針，呉市

の規程等にのっとって，適正かつ公正に進めてまいります。 

どの教科用図書を採択するかにつきましては，今後適正な手続を経て，会議で審

議し決定するものであり，それ以外に教育委員会として特段の処理や意思決定は必

要ではありませんので，「採択」とするようなものではないと思われますが，そう

かといって「不採択」とするのも適当ではないと思われます。 

そういうことで，この事項につきましては，単に「教科用図書の採択につきまし

ては，国の通知や県の方針，呉市の規程等にのっとって，適正かつ公正に進めてま

いります。」との旨を回答したいと考えております。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から説明がありましたが，これについて，採択するか，不採択

とするか，あるいは採択・不採択の決定をしないとするかについて御質問，御意見

がありましたらお願いいたします。 

佐 々 木 委 員 この御意見は伺うとして，私は今までそのことは当然のこととして受け止めてお

りました。よって，教科用図書の採択は，適正な手続を経て行うものでありますの

で，学校教育課長が説明したように回答されるのがよいかと思います。 
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教 育 長 ほかに御意見はありませんか。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，１点目については，採択・不採択の決定をせず，学校

教育課長の回答案のとおり回答することとして御異議ありませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，１点目についてはそのように決します。 

続いて，事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 続いて，２点目について御説明いたします。 

「選定委員会での意思形成終了後速やかに『観点・視点・方法』を公開すること」

の要望でございます。 

教科用図書の採択までは，公正性・透明性を確保するために，いかなる外的要因

をも介入しないようにする必要があると考えております。 

そのため，呉市教科用図書の採択に関する規程においても，採択後に，資料等を

公表することを定めています。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から２点目の説明がありましたが，これについて，採択とする

か，不採択とするか，あるいは採択・不採択の決定をしないとするかについて，御

質問，御意見がありましたらお願いします。 

吉 中 委 員 採択の公正性・透明性を確保する観点から，呉市の規程に基づき，採択後に速や

かに公表することでよいと思います。したがって不採択でよいと考えます。 

教 育 長 ただいまの，吉中委員の御意見に対して，何か御意見がありましたらお願いいた

します。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，２点目については，不採択という御意見でありました

ので，不採択することとしてよろしいですか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，本請願のうち２点目については不採択とします。 

続いて，事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 続きまして，３点目，「教科書を実際に使う教員の意見を採択に反映させること

を採択基本方針に明記すること」の要望でございます。 

まず，呉市教科用図書の採択に関する規程においては，調査・研究委員は，校長，

教頭，主幹教諭，指導教諭，教諭及び講師のうちから，教育長が別に定める教科用

図書の発行種目ごとに教育長が指名することとしております。 

指名する者は，その教科の指導実績や専門性を持った者で，学校現場で日々子供

たちの指導に携わっている者ばかりです。 

したがいまして，教育長が指名した調査・研究委員の調査・研究により，学校現

場の教員の意見は採択に反映されるものと考えております。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から３点目の説明がありましたが，これについて，採択とする

か，不採択とするか，あるいは採択・不採択の決定をしないとするかについて御質

問，御意見がありましたらお願いします。 

辻 委 員 先ほどの説明にあったように，日々指導に当たられている教員が調査・研究に携
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わられるということで，現場の教員の意見は反映されることになると思います。で

すから，新たに明記する必要はないと思いますので，不採択でよいのではないかと

思います。 

大 之 木 委 員 私も，今の規程で，現場の教員の意見を採択に反映させる方法とあわせて明らか

にされているものと思いますので，不採択でよいと考えます。 

教 育 長 ただいまの，辻委員や大之木委員の御意見に対して，何か御意見がありましたら

お願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，３点目については不採択という御意見でありましたの

で，不採択することとしてよろしいですか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，本請願のうち３点目については不採択とします。 

続いて，事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 最後に４点目，「教科書展示会で，希望があれば教科書の写真を撮らせること」

の要望でございます。法定展示の実施，運営の具体的な点については，呉市教科用

図書の採択に関する規程第15条に「この規程に定めるもののほか，採択について必

要な事項は，教育長が別に定めるものとする。」とございますので，今後事務局の

方で詰めて教育長の指示を仰ぎながら進めてまいりますので，お任せいただきたい

と思います。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から４点目の説明がありましたが，これについて，採択とする

か，不採択とするか，あるいは採択・不採択の決定をしないとするかについて御質

問，御意見がありましたらお願いします。 

吉 中 委 員 今，説明がありましたように，運営の個別の事項については，事務局での対応が

妥当だと思います。この場では，採択とか不採択は決めないのが適当ではないでし

ょうか。 

辻 委 員 私も，事務局の方でよく御検討いただいて，教育長にお任せするということでよ

いと思います。 

教 育 長 ただいまの，吉中委員や辻委員の御意見に対して，何か御意見がありましたらお

願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，本請願の４点目については採択・不採択の決定をせず，

教育長一任ということで，今後事務局の方で検討・実施させるということで御異議

ありませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，４点目についてはそのように決します。 

以上で，本請願に係る審議を終了いたします。 

 

 

教議第25号 請願書について 

 

教 育 長 次に，日程第５の教議第25号「請願書について」を議題とします。 
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事務局の説明を求めます。 

新 本 課 長 それでは，教議第25号「請願書について」を御説明します。 

資料の14ページを御覧ください。 

本件は，「中学校教科書採択についての請願」でございます。 

請願者は，「教科書ネット呉」で，請願内容は６点でございます。 

請願内容につきましては，学校教育課が説明いたします。 

木 屋 課 長 請願団体から令和６年５月10日付けで提出された請願の内容につきましては，令

和７年度使用中学校教科用図書の採択に係り６点ございます。 

まず，１点目「日本国憲法や子どもの権利条約等の精神の尊重及び基本的人権，

平和主義，民主主義，多文化共生を重視した教科書を採択すること」です。 

これにつきましては，先ほど御審議いただきました請願の１点目と同様の内容で

ございます。 

したがいまして，この回答につきましても，先ほどと同様，単に「教科用図書の

採択につきましては，国の通知や県の方針，呉市の規程等にのっとって，適正かつ

公正に進めてまいります。」との旨を回答したいと考えております。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から説明がありましたが，これについて，御質問，御意見があ

りましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，１点目については，採択・不採択の決定をせず，学校

教育課長の回答案のとおり回答することとして御異議ありませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，１点目についてはそのように決します。 

続いて，事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 続いて，２点目から６点目を併せて御説明いたします。 

２点目は「専門性のある教員などの綿密な調査研究を保障すること」，３点目は

「調査・研究の期間を十分にとって，綿密で専門的な研究を保障すること」，そし

て４点目は，「ＱＲコードに偏重した教科書採択をやめること」，さらに５点目は

「調査・研究委員が特定の教員に偏っていることの是正を求めること」，６点目は

「さらに市民に開かれた教科書採択にするために」として，「採択会議の会議録・

資料を遅滞なく公表すること」「教科用図書展示を改善すること」「教科用図書の

写真撮影を許可すること」「市民アンケートを実施すること」「観点・視点・方法

を公表すること」の五つを，それぞれ要望するものでございます。 

教科用図書の採択につきましては，国の通知や県の方針，呉市の規程等にのっと

って，適正かつ公正な採択を進めてまいります。 

そのため，２点目から６点目までの事項については，教育委員会として採択，不

採択ということを決定するのにふさわしくないもの又は採択規程第15条の「この規

程に定めるもののほか，採択について必要な事項は，教育長が別に定めるものとす

る。」に基づき手続を進めていくべきものと考えております。したがって，１点目

の回答と一括して，適正かつ公正に進める旨を回答したいと考えております。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から２点目から６点目の説明がありましたが，これについて，
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採択とするか，不採択とするか，あるいは採択・不採択の決定をしないとするかに

ついて，御質問，御意見がありましたらお願いします。 

佐 々 木 委 員 どの項目も，子供たちにとって望ましい教科用図書の採択を適正・公正に行うこ

とを求めるものだと思います。 

御意見は伺うものとして，先ほど説明がありましたとおり，採択規程第15条に基

づき，この場では採択とか不採択は決めないのが適当ではないかと思います。 

大 之 木 委 員 私も，要望については，貴重な御意見として伺うものとして，採択や不採択とせ

ず，個別の具体的な事項については，事務局の方で検討し，教育長の指示により進

めていただくのが妥当だと思います。 

教 育 長 ただいまの，佐々木委員や大之木委員の御意見に対して，何か御意見がありまし

たらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは２点目から６点目については，採択・不採択

の決定をせず，学校教育課長の回答案のとおり回答すること及び個別の具体的な事

項については教育長一任ということで，今後事務局の方で検討・実施させるという

ことで御異議ありませんか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，２点目から６点目についてはそのように決します。 

以上で，本請願に係る審議を終了いたします。 

 

 

教議第26号 令和７年度に呉市立小学校，中学校及び義務教育学校で使用する教科用図書の採択に

係る基本方針について 

 

教 育 長 次に，日程第６の教議第26号「令和７年度に呉市立小学校，中学校及び義務教育

学校で使用する教科用図書の採択に係る基本方針について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 それでは，教議第26号「令和７年度に呉市立小学校，中学校及び義務教育学校で

使用する教科用図書の採択に係る基本方針について」御説明いたします。 

はじめに，資料にはございませんが，今年度の教科用図書の採択について，説明

させていただきます。 

今年度は，中学校の教科用図書の採択を行います。小学校の教科用図書は，昨年

度に採択したものと同一の教科書を採択することとなるため，採択事務は行いませ

ん。また，例年どおり，小・中学校の特別支援学級で使用する教科用図書，呉高等

学校で使用する教科用図書の採択を行います。 

それでは，資料の23ページをお開きください。 

本基本方針は，広島県教育委員会が定めた「令和７年度に義務教育諸学校で使用

する教科用図書の採択基本方針について」に準じております。 

１の採択基本方針(1)採択の基本のアを御覧ください。中学校用教科用図書につ

いては，(ｱ)から(ｵ)の五つの観点に基づいて調査・研究を行います。なお，観点に

係り，これまで(ｱ)基礎・基本の定着，(ｲ)主体的に学習に取り組む工夫としていた

ものを，広島県教育委員会が定めた採択基本方針に準じて，(ｱ)知識及び技能の習
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得，(ｲ)思考力，判断力，表現力等の育成と変更しております。 

続いて，イを御覧ください。特別支援学級で使用する教科用図書のうち，学校教

育法附則第９条の規定による教科用図書については，(ｱ)から(ｴ)の四つの観点に基

づいて調査・研究を行います。 

(2)適正かつ公正な採択の確保を御覧ください。 

適正かつ公正な採択に向けて，教科用図書発行者等との関係には十分に留意して

まいります。 

(3)開かれた採択の推進を御覧ください。 

採択の結果及び理由について，採択後，呉市のホームページ上で公表してまいり

ます。また，イに掲げる事項についても公表する資料を準備してまいります。 

24ページを御覧ください。２の方法，組織及び手続の(1)につきまして，冒頭述

べましたとおり，小学校用教科用図書については，令和６年度においては，原則，

令和５年度に採択した教科用図書と同一の教科書を採択することとしております。 

続いて，(2)は，中学校用教科用図書についての採択方法や，選定委員会，調査・

研究委員について定めたものです。 

(3)は，特別支援学級で使用する教科用図書の採択方法等について定めたもので

す。 

令和７年度に呉市立小学校，中学校及び義務教育学校で使用する教科用図書の採

択につきましては，今後，呉市教科用図書の採択に関する規程及びこの基本方針に

基づきまして，適正かつ公正に実施してまいります。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第６の教議第26号「令和７年度に呉市立小学校，中学

校及び義務教育学校で使用する教科用図書の採択に係る基本方針について」の説明

がありましたが，これについて，御質問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件については原案のとおり可決してよろ

しいですか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，よって本件は原案どおり決します。 

 

 

報告第10号 令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学校（後期課程））の採択手続につ 

いて 

 

教 育 長 次に，日程第７の報告第10号「令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学

校（後期課程））の採択手続について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 報告第10号「令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学校（後期課程））

の採択手続について」御説明いたします。 

25ページをお開きください。 

１の採択の方針を御覧ください。 

令和７年度に呉市立小学校，中学校及び義務教育学校で使用する教科用図書の採
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択の手続につきましては，呉市教科用図書の採択に関する規程及び先ほど議決いた

だきました基本方針に基づいて進めてまいります。 

２の採択の手順を御覧ください。手順については，26ページの「教科用図書採択

の手順」及びこの後報告させていただきます27ページ，28ページにあります「令和

７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学校（後期課程））採択のための調査・

研究要項」によるものとしています。 

26ページを御覧ください。図で示しております①から⑥の手順に従い，調査・研

究委員による綿密な調査・研究及び選定委員会での総合所見の作成，教育長への提

出を経て，教育委員会会議にお諮りすることとなります。 

25ページにお戻りください。３の日程でございますが，今後，選定委員会と調査・

研究委員の部会を開催し，作業を進めてまいります。そして，８月中に，選定委員

会委員長から教育長に，総合所見を提出いたします。その後，教育委員会会議にお

諮りする流れになっております。 

なお，中学校用教科用図書については，全ての教科書について新たに採択を行う

こととなっております。選定委員会は原則２回，調査・研究委員の部会は原則３回

行う予定としております。 

また，表の下に記述しております「教科用図書の法定展示」を御覧ください。 

広く市民に閲覧してもらえるように,今年度は，お示ししております期間，日時

及び場所にて法定展示を行います。 

今後とも，適正かつ公正な採択が行われるよう進めてまいります。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第７の報告第10号「令和７年度使用教科用図書（中学

校・義務教育学校（後期課程））の採択手続について」の説明がありましたが，こ

れについて，御質問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件についてはこの程度とします。 

 

 

報告第11号 令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学校（後期課程））採択のための調査・

研究要項について 

 

教 育 長 次に，日程第８の報告第11号「令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学

校（後期課程））採択のための調査・研究要項について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 報告第11号「令和７年度使用教科用図書（中学校・義務教育学校（後期課程））

採択のための調査・研究要項について」御説明いたします。 

27ページを御覧ください。 

この要項は，呉市教科用図書の採択に関する規程及び先ほどの基本方針に基づ

き，教科用図書の調査・研究に関する必要な事項を定めるものでございます。 

１の調査・研究の観点を御覧ください。調査・研究の観点につきましては，広島

県教育委員会が示す教科用図書の調査・研究の観点に沿ったものとしております。 

２の呉市教科用図書選定委員会を御覧ください。 
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(1)構成及び運営につきまして，構成は，アにございますように，呉市立中学校

長会長，呉市立中学校教育研究会に属する各教科及び道徳を代表する校長とし，(ｲ)

に規定するほか，呉市立中学校教育研究会社会部会に属する校長でございます。 

続いて，イの選定委員会は原則として会議を２回開催いたします。 

また，ウにありますとおり，保護者代表，学識経験者に会議の出席を求め，意見

を聴くものといたします。 

加えて，エのとおり，教育委員の皆様には，これまでどおり，選定委員会を傍聴

していただくことができることとしています。日程等につきましては，別途御案内

いたします。 

(2)任務につきましては，アにございますように，調査・研究する観点等を示し，

調査・研究を調査・研究委員に指示します。また，イにありますとおり，調査・研

究委員の調査・研究報告を基に，幅広い視野からの意見を取り入れ，全ての教科等

において総合所見を作成し，教育長に提出いたします。 

28ページ，３の調査・研究委員の部会を御覧ください。 

(1)構成及び運営につきましては，アに示しているとおり，校長及び教員等のう

ち７名以内とし，発行種目ごとに部会を組織します。そして，ウにありますように，

調査・研究委員の部会は原則として会議を３回開催いたします。 

(2)任務につきましては，調査・研究委員の部会は，選定委員会から示された観

点等に基づき，今年度採択する教科用図書について調査・研究を行い，調査・研究

報告書を作成し，選定委員会に報告いたします。 

４の調査・研究報告書及び総合所見の様式については，今後別に定める予定でご

ざいます。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第８の報告第11号「令和７年度使用教科用図書（中学

校・義務教育学校（後期課程））採択のための調査・研究要項について」の説明が

ありましたが，これについて，御質問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件についてはこの程度とします。 

 

 

報告第12号 令和７年度使用教科用図書（義務教育諸学校特別支援学級用）の採択手続について 

 

教 育 長 次に，日程第９の報告第12号「令和７年度使用教科用図書（義務教育諸学校特別

支援学級用）の採択手続について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます 

田 村 課 長 それでは，報告第12号「令和７年度使用教科用図書（義務教育諸学校特別支援学

級用）の採択手続について」御説明いたします。 

資料29ページを御覧ください。 

義務教育諸学校特別支援学級用の教科用図書につきましては，「文部科学大臣の

検定を経た教科用図書」，「文部科学省が著作の名義を有する教科用図書」及び「学

校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書」の中から採択することとなっ

ております。 
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「文部科学大臣の検定を経た教科用図書」は，検定済教科用図書とも言います。

また，「文部科学省が著作の名義を有する教科用図書」とは，知的障害特別支援学

校用の教科用図書で，☆印が付いているため，「☆（ほし）本」と呼んでいるもの

です。「学校教育法附則第９条第１項の規定による教科用図書」は，「一般図書」

と呼んでおり，もともとは，教科書として作成されたものではない図書で，児童生

徒の実態によっては，教科書の役割を果たすものとして認められた教科用図書でご

ざいます。特別支援学級用の教科用図書は，これらの中から，毎年度，採択するこ

ととなっております。 

１の採択の方針についてでございますが，先ほど議決いただきました「令和７年

度に呉市立小学校，中学校及び義務教育学校で使用する教科用図書の採択に係る基

本方針について」によることとしております。 

２の採択の手順につきましては，30ページを御覧ください。 

図で示しております①から④の手順に従い，教科書選定会議により児童生徒の障

害の状況及び発達段階に適合した教科用図書を選定，教育長への選定理由書の提出

を経て，教育委員会会議にお諮りすることとなります。 

資料29ページに戻りまして，３の日程を御覧ください。 

５月定例教育委員会会議において，採択手続について報告した後，特別支援学級

設置校に教科用図書の選定について通知いたします。 

その後，教科書選定会議にて選定作業を進めてまいりまして，教育委員会会議に

お諮りする流れになっております。 

なお，表の下，※印にあります「教科用図書の法定展示」についてでございます

が，義務教育諸学校特別支援学級用の教科用図書につきましては，一般図書の一部

を展示いたします。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第９の報告第12号「令和７年度使用教科用図書（義務

教育諸学校特別支援学級用）の採択手続について」の説明がありましたが，これに

ついて，御質問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件についてはこの程度とします。 

 

 

教議第27号 令和７年度に呉市立呉高等学校で使用する教科用図書の採択に係る基本方針につい

て 

 

教 育 長 次に，日程第10の教議第27号「令和７年度に呉市立呉高等学校で使用する教科用

図書の採択に係る基本方針について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 教議第27号「令和７年度に呉市立呉高等学校で使用する教科用図書の採択に係る

基本方針について」御説明いたします。 

31ページを御覧ください。 

この基本方針は，呉高等学校で使用する教科用図書を毎年度採択するために定め

るものであり，広島県教育委員会が定めた「令和７年度に県立学校で使用する教科
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用図書の採択基本方針について」に準じております。 

１の採択基本方針を御覧ください。 

(1)採択の基本にありますように，教科用図書は，教科の主たる教材として使用

される重要なものであることを認識し，関係法令に示された教育の理念や目標及び

学習指導要領に示された目標や内容等にのっとり，呉高等学校の生徒に最も適切な

教科用図書を採択するものです。 

その際，呉高等学校が選定した教科用図書について，適正と認めたものを，教育

委員会会議で採択することとなっております。 

(2)適正かつ公正な採択の確保を御覧ください。 

適正かつ公正な採択に向けて，教科書発行者等との関係には十分に留意してまい

ります。 

(3)開かれた採択の推進を御覧ください。 

採択の結果及び理由について，採択後，呉市のホームページ上で公表してまいり

ます。また，イに掲げる事項について公開する資料を準備してまいります。 

２の選定上の留意事項を御覧ください。 

呉高等学校において選定する際に，選定委員会等を設置し，十分な調査・研究に

基づいて選定すること，学校の実態や教育目標等を考慮し，教育課程に最も適した

教科用図書を選定すること，保護者の経済的負担に配慮することに留意してまいり

ます。 

最後に，３のその他として，採択の手順その他に関し必要な事項は，教育長が別

に定めることとしております。 

本年度の採択についても適正かつ公正に実施してまいります。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第10の教議第27号「令和７年度に呉市立呉高等学校で

使用する教科用図書の採択に係る基本方針について」の説明がありましたが，これ

について，御質問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件については原案のとおり可決してよろ

しいですか。 

 （異議なしの声） 

教 育 長 御異議なしということで，よって本件は原案どおり決します。 

 

 

報告第13号 令和７年度使用教科用図書（呉市立呉高等学校）の採択手続について 

 

教 育 長 次に，日程第11の報告第13号「令和７年度使用教科用図書（呉市立呉高等学校）

の採択手続について」を議題とします。 

事務局の説明を求めます。 

木 屋 課 長 それでは，報告第13号「令和７年度使用教科用図書（呉市立呉高等学校）の採択

手続について」を御説明いたします。 

33ページを御覧ください。 

高等学校の教科用図書の採択は，毎年度発行の「高等学校用教科書目録」に登載
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されている教科書から採択しなければならないため，毎年度，実施することとなっ

ております。 

１の採択の方針を御覧ください。 

採択は，先ほど議決いただいた基本方針に基づいて行います。 

２の採択の手順についてでございますが，基本方針の３その他において，「採択

の手順その他に関し必要な事項は，教育長が別に定める。」としていることに基づ

いて定めた「教科用図書採択の手順【呉高等学校】」及び「呉市立呉高等学校教科

用図書の採択に関する要綱」によって行います。 

34ページを御覧ください。 

採択は，図で示しております①から⑥の手順に従い進めてまいります。調査・研

究委員による綿密な調査・研究及び選定委員会での選定を経て，教育委員会会議に

お諮りすることとなります。 

選定委員会及び調査・研究委員について御説明します。 

35ページを御覧ください。 

「呉市立呉高等学校教科用図書の採択に関する要綱」の第５条で示してあります

ように，選定委員につきましては，呉高等学校の校長，教頭及び事務長で構成いた

します。なお，第７条にありますように，選定委員会は，教科用図書の選定に関し，

学校に在籍する生徒の保護者，地域住民，学識経験者等に会議への出席を求め，そ

の意見を聴くものといたします。 

続いて，第８条第２項を御覧ください。調査・研究委員につきましては，呉高等

学校の教員のうちから，校長が指名するものとします。 

33ページにお戻りください。 

３の日程でございますが，今後，選定委員会の開催及び調査・研究を実施し，作

業を進めてまいります。 

そして，選定委員会の代表である呉高等学校長から教育長に選定理由書を提出い

たします。その後，教育委員会会議にお諮りする流れになっております。 

また，表の下に記述しております「教科用図書の法定展示」につきましては，先

ほど「中学校用教科用図書の採択手続について」で御説明したものと同様でござい

ます。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第11の報告第13号「令和７年度使用教科用図書（呉市

立呉高等学校）の採択手続について」の説明がありましたが，これについて，御質

問，御意見がありましたらお願いいたします。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件についてはこの程度とします。 

 

 

報告第14号 令和６年度学校別児童・生徒数等について 

 

教 育 長 次に，日程第12の報告第14号「令和６年度学校別児童・生徒数等について」を議

題とします。 

事務局の説明を求めます。 
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木 屋 課 長 それでは，報告第14号「令和６年度学校別児童・生徒数等について」御説明いた

します。 

37ページを御覧ください。 

令和６年５月１日現在の呉市立小・中・義務教育学校の児童・生徒数及び各学校

の学級数が確定しました。 

まず，児童・生徒数について御説明します。 

37ページ，最も下の段の総計欄を御覧ください。 

真ん中やや右，8,665とあります。これが小学校及び義務教育学校前期課程の児

童総数で8,665名，前年度に比べ373名減少しております。 

また，先ほどの児童総数の左隣，408とありますものは，特別支援学級に在籍す

る児童数の合計を表し，前年度と比べ15名増加しています。 

続いて38ページ，最も下の段にある中学校及び義務教育学校後期課程の総計欄を

御覧ください。 

先ほどの児童総数と同様に，真ん中やや右に4,719とありますものが生徒総数で，

前年度に比べ132名減少しております。 

また，生徒総数の左隣，特別支援学級に在籍する生徒数は178名で，前年度に比

べ34名増加しています。 

なお，小・中学校とも，特別支援学級に在籍する児童・生徒数は，増加傾向にあ

ります。 

次に，学級数についてです。37ページにお戻りください。 

右側にあります編制学級数の表の中に網掛けがしてあり，「0.5」という数字が

入っている学校がございます。 

31番，蒲刈小学校を御覧ください。通常学級の３，４，５，６年にそれぞれ「0.5」

の数字が入っておりますが，これは３・４年及び５・６年が複式学級であることを

意味し，３・４年で１学級，５・６年で１学級とカウントすることとなっておりま

す。34番，豊小学校の３・４年，５・６年についても同様に複式学級になっており，

現在，呉市立学校で複式学級のある学校は，蒲刈小学校と豊小学校の２校でござい

ます。 

それでは，今年度の小・中・義務教育学校の学級数について御説明します。 

小学校の学級編制の基準については，１年生から５年生につきましては35人，６

年生につきましては40人でございます。また，中学校の学級編制の基準については，

いずれの学年も40人でございます。 

なお，小学校５年生につきましては，昨年度までは40人を基準としておりました

が，今年度から35人に引き下げられております。今後は，令和７年度に，６年生に

おいて35人に引き下げられます。 

それでは，37ページの右下を御覧ください。 

小学校・義務教育学校前期課程における学級数については，表の一番下，右から

三つ目の欄が通常学級数で337学級，その右隣が特別支援学級数で100学級，合計で

437学級となります。前年度に比べ，通常学級数が５学級減少し，特別支援学級が

７学級増加しており，全体で２学級増加したことになります。 

続いて，38ページの右下を御覧ください。 

中学校・義務教育学校後期課程における学級数については，一番下の右から三つ



  - 18 - 

目の欄が通常学級数で153学級，その右隣が特別支援学級数で49学級，合計で202

学級となります。前年度に比べ，通常学級数が６学級減少し，特別支援学級が１学

級増加しており，全体では５学級減少したことになります。 

説明は，以上でございます。 

教 育 長 ただいま，事務局から日程第12の報告第14号「令和６年度学校別児童・生徒数等

について」の説明がありましたが，これについて，御質問，御意見がありましたら

お願いいたします。 

辻 委 員 意見です。 

特別支援が必要なお子さんのことで，今の説明にもありましたように，全体の数

が減っている中で，特別支援が必要な特別支援学級に在籍するお子さんたちが増え

ている，本当に数字でこのように表れてくるのを改めて感じました。 

これは生徒数の把握，所属している場所などの把握のために必要だろうなという

ことが分かりますので，別にこれ，どうこうというわけではないのですが，特別支

援という観点でいうと，通常学級か特別支援学級かだけではなく，通級の利用など

もあると思いますので，今後そういったところの情報も把握していくということを

していただけたらなと思います。また，小学校の方には，設置があるけれども中学

校の方には通級の設置がないということもありますので，そういったところも必要

としているお子さんたちがいらっしゃるのかどうかの実態把握もしていただけた

らなと思います。 

田 村 課 長 通級につきましては，今年度小学校の方に１学級増やし開設をしております。 

小学校の通級を必要とする児童を把握いたしまして，今年度一つ増やしたという

ことでございます。 

また，中学校につきましては，今後その実態をしっかり把握しながら，必要に応

じて検討していきたいと思っております。 

また，特別支援学級が増えているということで，学校安全課としては，特別支援

学級指導員の派遣，そして特別支援学校が行っております巡回相談，そういったも

のを活用しながら特別支援教育の充実を図っていきたいと考えております。 

引き続き，児童・生徒の状況をしっかり把握しながら対応していきたいと思いま

す。 

教 育 長 いずれにしましても学級数を増やすということは，広島県との協議が必要なの

で，呉市だけの意思ではできませんが，必要に応じた形での要望というのは，これ

からもやっていくべきだと思っております。 

 ほかに御発言はありませんか。 

 （なしの声） 

教 育 長 御発言なしということで，それでは，本件についてはこの程度とします。 

それでは，これより非公開の議題に入ります。 

傍聴者の方は誠に申し訳ありませんが御退室ください。 

        （１６：１０） 

 

報告第15号 広島県に対する提案事項について 

 

（非公開案件です。） 
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教議第28号 令和７年度からの中学校給食の提供方法について 

 

（非公開案件です。） 

 

教議第30号 臨時代理の承認について（令和６年度教育費補正予算） 

 

        （非公開案件です。） 

 

教 育 長 それでは，これより秘密会の議題に入ります。 

        （１６：４４） 

 

教議第29号 呉市立美術館運営審議会委員の委嘱について 

 

教 育 長 以上で定例会を閉会します。 

        （１６：４６） 
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上記のとおり，会議の次第を記載して，その相違ないことを証するため，ここに署名する。 

 

 

（ 教育長  寺 本 有 伸 ） 

 

 

                           （ 委  員  吉 中 由美子 ） 

 

 

（ 委  員  辻   佑 子 ） 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年５月３０日定例会） 


